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・鉄鋼分析を迅速に行えるため結果を速やかに現場に還元でき助かる。
・従来分析困難であった水素の分析が可能であり、新規材料の開発に役立つ。
・材料中の様々なガス成分の分析が可能となったため、新たな材料開発が可能となった。
・企業で高度な分析装置を導入・維持することは困難なため、公設研にこのような装置があれば助かる。
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福岡県

金属材料元素分析装置

金属材料中の成分分析を行うための装置であり、ガス成分から金属元素まで幅広い成分を測定可能であ
る。
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